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川
内
原
発
再
稼
働
の
是
非
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
九
月
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
内
に
あ
る
九
州
電
力
川
内
原
発
の
一
号
機
並
び
に
二
号
機
に
つ

い
て
、
運
転
再
開
の
規
制
基
準
に
合
格
し
た
旨
公
表
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
政
府
部
内
に
お
い
て
も
、
同
原
発
の
再
稼
働
に
向

け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
同
月
、
長
野
県
と
岐
阜
県
の
県
境
に
あ
る
御
嶽
山
の
噴
火
が

起
き
、
大
変
な
被
害
者
が
生
じ
て
い
る
。
周
辺
に
活
火
山
群
を
有
す
る
川
内
原
発
に
お
い
て
も
、
御
嶽
山
の
噴
火
は
無
関
係
と

は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

御
嶽
山
の
噴
火
が
起
き
た
後
、
政
府
と
し
て
川
内
原
発
周
辺
の
活
火
山
群
に
関
し
、
改
め
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
。

二

川
内
原
発
周
辺
の
活
火
山
群
に
つ
い
て
、
御
嶽
山
と
同
様
の
噴
火
が
起
こ
る
可
能
性
等
に
つ
き
、
政
府
と
し
て
現
時
点
で

ど
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
り
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。
火
山
の
噴
火
は
じ
め
自
然
災
害
は
人
間
の
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
被
害
を
出
す
も
の
で
あ
る
。
川
内
原
発
に
つ
い
て
も
、
周
辺
に
活
火
山
が
数
多
く
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
今
回
の
突
然
の

御
嶽
山
の
噴
火
を
考
慮
し
て
も
、
再
稼
働
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

一



右
質
問
す
る
。

二


